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晋恩• 福祉• 健康
回平成8年8月15日

日(建

器康
初
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
手
続
き
を

現
伝
、
会
社
等
で
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
十

成
以
上
の
方
は
、
す
べ
て
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
生
の
方
も
同
じ
で
す
。

加
入
手
続
き
は
、

二
十
歳
に

な
っ
た
ら
市
の
年
金
係
へ
山
按

お
い
で
に
な
る
か
、
誕
生

n月

(
七
月
以
降
)
の
前
後
に
市
か

ら
送
付
さ
れ
る
加
入
届
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
、
?
え
お
送
り

く
だ
さ
い
。

{
加
入
手
続
き
を
さ
れ
な
い
方
に

は
、
年
金
手
帳
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
す
}

・
二
十
歳
に
な
って、

加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
、
加

入
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
市

か
ら

「年
金
手
帳
」
と
「
納
付

啓
」
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す

0

.
こ
れ
は
年
金
制
度
が
相
互
扶

助
の
考
え
に
基
づ
く
こ
と
、
将

来
満
徹
の
老
齢
必
礎
年
金
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
あ

る
い
は
病
気
や
事
放
で
附
符
を

持
っ
た
と
き
、
障
宮
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

・
学
生
の
方
は
、
将
来
会
社
等

に
就
職
す
る
場
合
、
必
ず
ニ
ト

成
の
時
点
で
の
「
年
金
手
帳
」

(
年
金
番
号
)
の
提
出
を
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

(敬称は省略させていただきます)

-社会福祉基金

地域福祉やボランティアの助成などに使われます。

お 111]v、合わせは、社会柿祉協議会33-2333へ。

1>ボランテイアグループさっき会 84.143円、国際

ソロプチミス ト平線 200.000円、平塚なでしこライ

オンズクラブ 100.000円、野の花一 同 10.000円、

利 条 川社会福祉専門学校 10.000円、 12人 会 1.000 

円、東京地方税理士会平塚文部 35.000円、マイテ

ィーランド小山成江 50.000円、沼田光滋・怨次

3.000円、匠建投 72.500円、平木敏勝 10.000円、匿

名 5.000円
※
こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
険
庁

(
県
年
金
折
噂
謀
、
社
会
保
険

引
務
所
)
の
実
施
万
針
で
会
問

的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

{
基
礎
年
金
番
号
の
一
元
化
}

現
在
は
各
年
金
制
度
ご
と
に

年
金
書
号
を
つ
け
、
制
度
ご
と

に
記
録
作
理
を
し
て
い
ま
す
が

市
成
九
年

一
月
(
予
逗
か
ら
は
、

公
的
年
金
制
度
を
共
通
と
し
、

こ
の
番
号
は
、
制
度
を
変
え
た

場
合
で
も
変
わ
ら
な
く
な
り
ま

す
。
(
1人
1
番
号
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

繰
年
金
係
(
内
線
2
5
1
)

プ
ー
ル
健
康
教
室

叩
月
の
募
集
で
す

市
で
は
、
南
部
福
祉
会
館
の

プ
l
ル
を
利
用
し
た
水
泳
折
導

国

民

健

康

保

険 日
に
よ
る
腰
痛
、
市
こ
り
の
予

防
撃
証
を
聞
き
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

mw
歳
以
上
印
成
未
満
の
方

マ
定
員
初
人

マ
日
程
叩
月
1
日
(
火
)
、

4

日
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、
時
日

(金
)
、
お
口
(
金
)
、
全
5
日
間

マ
時
間
午
前
日
時
i
正
午

マ
会
場
南
部
制
祉
会
館

マ
持
ち
物
水
省
、
水
泳
用
帽

子
、
タ
オ
ル

マ
募
集
期
間

9
月
2
日
(
月
)

3
6
日
(
金
)

※
こ
の
教
室
は
、
平
成
9
年
3

刀
ま
で
毎
月
実
施
し
ま
す
。
募

集
期
間
は
前
月
の
1
日

i
m
u

ま
で
(
上

-u・
祝
日
を
除
く
)

で
す
。
申
し
込
み
、
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
は
、
健
康
謀
(
内
線

7
8
0)
へ
。

人
間
ド
ッ
ク
の
追
加
募
集

市
で
は
、
平
成
八
年
度
国
民

健
康
保
険
「
人
間
ド
ッ
ク
」
の

追
加
非
集
を
し
ま
す
。

な
お
、
賀
川
の

一
部
は
市
が

負
担
し
ま
す
。

マ
受
診
対
象
者

-児童福祉へ

1>匿名 1.000円

-キ士会得祉へ

1>機崎輝夫 2.000円

平
塚
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

①

ω歳
以
上
(附
和
詑
年
4
刀

1
円
以
前
生
ま
れ
)
の
方

②
平
成
7
年
4
月
初
日
以
前
か

市民の創造的な文化活動

お問い合わせは、文化行

-交通遺 児へ

1>来栄- 1.000円

-文化 振 興 基 金

芸術文化事業の尖施や、

の助成なとeに使われ ます。

政推進 室( 内線673) へ。

1>湖南ひらつか寄席 募金利 14.374円 、 平 塚 ス テ ー

ションピル 237.340円、匿名 150.000円
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・
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，

、

-

「日
齢
哲
六
一
州
世
帯
」
を
対
用
の
際
は
日
齢
制
一
祉
課
、
ま

恥

+

-Jr

h

・V

}

象
に
、
老
人
ホ
l
ム
な
ど
で
た
は
必
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

咋

ベ
ビ

u'ナ

調
理
し
た
給
食
を
白
宅
ま
で

l
に
お
巾
し
込
み
く
だ
さ

M

4

-

・・圃司

田

+

一

.
司
・
、

一

お
届
け
す
る
「
給
食
サ
l
ピ

い

。

A
T

咋

サ

誌
が
が

コ

ス
」
を
平
成
六
年
か
ら
行
つ
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

咋

村

祉

ば

治

ポ

介

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
サ
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ

判

ゆ
福

松川

紹

l
ピ
ス
は
、
お
年
寄
り
の
安
菜
室
人
保
健
福
祉
サ
l

咋

J

「

再
の
確
認
も
抗
原
ね
て
い
草
す
。

ピ
ス
の
利
用
後
鈷
が
必
要
と

叫

村

給

食

サ

ー

ビ

ス

対

象

は

、

六

十

五

歳

以

上

な

り

ま

す

。

州

付

利

用

に

つ

い

て

の
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
万
」
※
季
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

日

ま
た
は
「
高
齢
者
夫
婦
世
帯
」
・
伸
生
会
宮
(詑
)
7
4
0
0

LF
• 

村

日
常
の
生
活
で
、
栄
養
の
で
炊
事
が
困
難
な
方
で
、
費
ロ

l
ズ
ヒ
ル
宮
(回
)
5
5

+

川

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
用
は
一
食
五
百
円
、
サ
l
ピ

4
4

M

L
?

と
る
こ
と
は
、
健
康
な
毎
日
ス
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
タ
・
向
型
n
ホ
l
ム
宮
(剖
)

4

L
T

ゃ

を
過
ご
す
た
め
に
と
て
も
大
食
の
み
で
す
。

9
7
2

+

川

切
な
こ
と
で
す
。

な
お
、
利
川
口
は
刀
刷
円
。
拘
当
は
、
高
齢
福
祉
課

州

ムヤ

そ
こ
で
、
市
で
は
「
ひ
と
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
希
望
す
(内
線
2
1
9
)

iT

や

り
お
ら
し
の
高
齢
者
」
や
る
曜
日
を
選
べ
ま
す
。
ご
利

十
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ら
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

①
平
成
7
年
度
以
前
の
同
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
カ

マ
義
人
数
日
人
(
先
一
益

マ
検
査
項
目
呼
吸
器
、
循
環

器
、
消
化
器
、
眼
機
能
、
特
機

能
、
聴
力
、
肝
機
能
、
糖
尿
病
、

臨
液
、
血
的
、
乳
房
な
ど

マ
安
該
医
療
機
関

平
塚
共
済

病
院
ま
た
は
平
塚
市
民
病
院

マ
受
診
者
の
負
担
額

二
万

一

千
六
百
三
十
円

マ
申
込
万
法

9
月
初
円
(
刀
)

ま
で
に
、

巾
的
み
を
保
険
年
金

謀
へ
持
参
す
る
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
(
申
前
世
は
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
給
付
係
(
内
線
2
4
6
)

介
護
者
教
室
開
く

家
庭
で
お
年
待
り
を
介
護
さ

れ
て
い
る
方
、
お
よ
び
福
祉
に

.みどり基金

緑化団体の助成な どに使われます。 お!日]い合わせ

は、みどり公園挑(内線425) へ 。

1>フ リーマーケット出!，'Fii'f一 同 107.500円、柳泉桃

子 486円、平塚スカイハイツ色:理組合 2.255円、

棋の会 30.000円、花水山本会 21.162円、ふじみ聖子

ジョギングクラブ 4.230円、間際ソロプチミス ト平

縁 100.000円、職只料化募金 10.867円、湘南仏友

会 10.030円、日本71'f~ 30.000円、日本仏月協会平

塚支部 30.600円、 lri名 150.000円、

100，000円

100.000円

女汗少年海外交流へ

1>平塚なで しこライオ ンズクラブ

や国際交流へ

1>松井整形外科医院

附
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
介
護

粁
教
宅
を
聞
き
ま
す
。

参
加
賀
は
無
料
で
す
。
鳴
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

9
月
日
日
(
金
)
1
2

月
幻
日
(
金
)
の
全
ロ
回

マ
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
3

4
寸マ

会
場
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
地
下
1
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
前
動
室

マ
定

μ
お
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
期
限

8
月
お
日
(
金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
、
袖
ケ
浜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
宮
(
幻
)
3
9
9
3
へ
。

初
級
手
話
の

講
座
を
開
く

マ
日
程

9
月
3
円
(
火
)
i
u

円
(
金
)
の
毎
週
火

・
金
剛

u、

全
8
回

マ
時
間
午
後
6
時
1
8時

マ
会
場
市
役
所
B
会
横
山
主

マ
定
貝
却
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
、
障
害
福
祉
課
(
内
線
2

2
1
)
へ。

わが家の防災対策を確認(連載)

軽くて簡単に持ち運べる
簡易トイレを

@)Q3@ffiBaJOOo@ 
~0D守~21

平塚白転車協会では、 てl'・成10年に平塚市で開11llする同
体の白転車競技(トラック)をみなさんに長LIっていただ

くため、ジュニア選手育成IJitI;車競技救護を1}f.J似 します。

、~elι‘)Ille

IE肱

水洗トイレは、壊れなくても断

水すると使えなくなります。 阪神・

淡路大震災では、「トイレの確保」

が 大 き な 問 題 に な り ま し た。

災宮時にトイレが使えなくなっ

た場合に備え、ミカン箱やリンゴ

和、ビニール袋など「許可易トイレ」

の材料を用意しておきましょう 。

。日 時 9刀28f-1(仁)午前例1守30分集合、雨天

の場合は29LIに!m延

<>会 場平塚鋭輸場
く>競妓種目 l.000mタイムトライアル、追い銭き

量産走

<>対象・定員 原則として中学生 ・高校生30人
(先AJ順)。 ただし、 一般の万も診加できます

く〉参加 料 500円(昼食代、傷'li保険料}
く〉申し込み・問い合わせ先 平塚白紙'I(協会事務
局猪 俣紀』よl2:l:58-0528

(t詑季大会J
平成10年10月24日-29日

か/t1.1JftJ.1JJ1J1l11体

防災課(内線357)。担、ち
国体般道主総(内総U52)

かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会

..J'Q、町

23-1 1 1 1・35-111 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
干254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



内案

av競
輪
場
の
売
店
募
集

市
で
は
、
平
塚
競
輪
場
内
の

光
庖
に
出
版
を
希
望
さ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
た
だ
し
、

二

団
連
続
し
て
出
屈
し
た
方
は
除

き
ま
す
。

マ
出
席
期
間

平
成
8
年
叩
月

1
平
成
9
年
3
月

マ
募
集
脂
綿

特
観
席
附
属
食

堂
2
・庖
姉
、
飲
食
売
庖
3
広
錦
、

普
通
克
庖
4
周
仙
(
抽
選
)

マ
応
一
件
資
栴
@
巾
内
に
1
年

以
上
お
住
ま
い
で
、
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
②
飲
食
売
庖
は
調
理

師

・
ふ
ぐ
包
丁
師
等
免
併
証
、

食
品
衛
生
背
任
者
減
mu終
了
証

書
、
普
通
死
庖
は
製
薬
衛
生
帥

等
免
許
証
、
食
品
衛
生
責
任
者

講
習
終
了
証
昨
日
の
い
ず
れ
か
の

• 

第581号広報ひらつか回

• 

資
栴
所
有
者
が
い
る
こ
と
③

希
望
す
る
光
前
と
同
じ
業
務
を

市
内
で
1
年
以
上
営
業
し
て
い

る
こ
と
④
市
税
な
ど
、
市
の

徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
こ
と

マ
持
参
す
る
も
の
①
住
民
票

ま
た
は
外
国
人
目
立
録
済
証
明
軒

②
市
税
完
納
証
明

(法
人
は
法

人
分
と
代
表
者
分
の

2
部
)

③
印
鑑
ぬ
符
業
許
可
官
⑤

応
募
資
格
の
項
②
の
各
証
性

⑥
法
人
は
定
款
と
受
記
簿
謄
本

マ
受
付
期
間

8
月
初
日
(
火
)

i
n
H
(水
)

マ
時
間
午
後
2
時
1
4時

マ
受
付
場
所
平
塚
競
輪
場

マ
問
い
合
わ
せ
先

公
営
事
業

所
事
業
課
宮
(剖
)
3
9
3
5

A-高
校
で
受
講
生
募
集

高
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
が
開
か
れ
ま
す
。
い
ず
れ

も
A
議
は
無
料
で
す
。

一
激
石
を
読
む
一

マ
日
時
叩
月
5
H
(土
)
1日

月
M
日
(
日
)
の
毎
週
土
曜
日
午

後
1
時
1
3時
と
第
4
日
曜
日

午
前
叩
時
1
正
午
、
令
叩
回

マ
会
場
町
浜
向
校

マ
定
只

mw人
(
抽
選
)

マ
申
込
受
付
期
間

9
月
2
臼

(月
)
3
M口
(
水
)

マ
巾
込
方
法
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
屯
話
祢
号
を
記

入
し
て
高
浜
高
校
(
〒
加
平
塚

市
高
浜
台
八
|
一
)
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
宮

(幻
)
0
4
1
7

{
郷
土
か
ら
世
界
へ
}

マ
日
程
叩
月
5
日
(
土
)
1
ロ

月
7
日
(
土
)
の
毎
週
土
曜
日
、

全
叩
回

マ
時
間
午
後
l
時
加
分
1
3

時
初
分

マ
会
場
大
磯
高
校

マ
定
民
刊
人

マ
巾
込
期
限

9
月
初
日
(
金
)

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

大
磯
町
校
(
干
郡
大
磯
町
束
町

一
一
|
九
|
一
)
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
宮

(臼
)
0
0
5
8

一
昔
話
の
根
っ
こ
を
探
る
パ
ー

ト
2
}

マ
H
税

凶

刀

5
日
(土
)
i
ロ

月
比
日
(
土
)
の
毎
週
土
蹴
日
、

全
日
回
(
日
月
お
日
は
除
く
)

マ
時
間
午
後
1
時
1
3時

マ
会
場
五
領
ケ
台
山
校

マ
定
H
m
w人
(
先
泊
順
)

マ
申
込
受
付
期
間

9
月
1
日

(日
)
i初
日
(
月
)

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
を
記

入
し
て
五
領
ケ
台
高
校
(
干
却

ー
ロ
平
塚
市
片
岡
九
九

一
ー

一
)
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先

(印
)
1
0
2
1

同
校
宮

A

マ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
神
奈
川
県
京
海
辺
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

県
内
の
点
海
道
沿
線
各
前
・
町

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
期
間
山
月
中
旬
ま
で

マ
ス
タ
ン
プ
設
位
場
所
平
塚

市
消
防
団
第
1
分
間

(
平
原
市

平
塚
四

l
一
一八
|
十
六
)

1
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
県
道
推

進
室
(
内
線
4
1
1
)

• 

-
求
人
情
報
を
公
開

来
春
、
大
学
や
短
大
等
を
卒

業
す
る
方
へ
県
内
の
求
人
情
報

を
公
開
し
ま
す
。

マ
日
時

8
バ
m
H
(水
)
午
前

日
時
i
午
後
4
時

マ
会
場

平
塚
商
工
会
議
所

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
公
共

職
業
安
定
所
宮

(泊
)
8
6
0
9

-
夏
休
み
ア
ニ
メ
大
会

マ
日
時

8
月
山
品
目
(
土
)
午
後

1
時
1
5時
ぬ
分
(
入
場
H
由
)

マ
会
場
新
都
市
ホ
l
ル
(
横

浜
そ
ご
う
9
階
)

マ
内
容
銀
河
鉄
道
の
夜
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
横
浜
国
際

人
棉
セ
ン
タ
ー
E
附
(矧
)
3
8

E
J
R
U
 

A
V
女
性
ス
ポ
ー
ツ
教
室

県
体
育
協
会
で
は
、
女
性
を

対
象
に
各
秘
ス
ポ
ー
ツ
教
宅
を

開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
参
加
希
望
の
教
室

・
コ
ー
ス

名
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
屯

訴
容
ひ
を
記
入
し
て
、

9
H川ロ

臼
(
木
)
ま
で
に
、
神
奈
川
県
体

育
協
会
(
〒
却
横
浜
市
中
区
山

下
町
五
四
宮
附
(
刷
)
5
3
8
0
)

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

一初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
一

マ
日
程
凶
月
3
日
i
u月
口

円
の
火
・
木
脇
目
、
会
初
阿

マ
コ
1
ス
と
時
間
①
A
コ
ー

ス
(
午
前
9
時
日
分
1
日
時
)

②
B
コ
I
ス

(
午
前
日
時
日
分

1
午
後
1
時
)

マ
会
場
総
合
公
困
テ
ニ
ス
コ

t
t電
F

マ
定
日
各
コ

1
ス
と
も
犯
人

マ
参
加
科

一
万
八
千
円

マ似品川
J

・
保
険
料
問
百
円

一初
級
水
泳
教
室
}

マ
ロ
程
①
A
コ
1
ス
(
叩
月

3
日
1
3月
日
日
の
木
曜
日
)
全

羽

田

②

B
コ
l
ス
(
叩
月
4

お譲りします(不用品登録情報)

①有料英会必教材、掛け時計、キーボード、

ビデオデッキ、布団乾燥機、鏡台、プレハプ

勉強部屋、マタニティドレス、ほ乳瓶セット、

おふろの補助持共(子供刷)、補助使座(子

供用)、パイプベッド、小・中学生用参考\'~、

編み機、石油ストープ

②無料剣道防丸一 式、屯動ロックミシン、

~'G:気もちつき機、冷蔵庫、ベビーベッド、ベ

ピーラック、チャイルドシート、クラシック

ギター、マッサージ機、電話機、冠動あんま

機

*譲ります

日
3
3
月
7
日
の
金
曜
日
)
会

初
回

マ
時
間
午
前
川
時
1
正
午

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
l
ル

マ
定
只
各
コ

1
ス
と
も
記
入

マ
参
加
料

一
万
八
千
円

マ
侮
帝
一
日
保
険
料
四
百
円

-
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

9
月
ロ
日
(
木
)
午
前

9
時
却
分
1
日
時
却
分

マ
会
場
段
差
以
館
駅
雨
円
)

マ
内
容
秋
ま
き
は
花
、
球
艇

の
作
り
方

マ
講
師
園
芸
研
究
家
三
谷

義
之
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
川
町
湖
南
園

芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
宮

(お
)
0
5

n
w
d

令。
-
労
働
問
題
講
座
開
く

マ
日
程

9
刀
打
U
(火
)
j
m

月
却
円
(
火
)
、
全
日
回

マ
時
間
午
後
6
時
日
分
1
8

時
日
分

マ
会
場

湖
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(
茅
ケ
崎
市
)

マ
募
集
人
民
日
人

マ
内
容
浮
揚
し
た
か
日
本
経

済
、
賃
金
の
法
律
知
描
ほ
か

マ
受
減
料

一
.千
二
行
六
十
円

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
、
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

宮

0
4
6
7
(部
)
1
1
7
1
へ。

監
査
の
結
果

女譲ってください
子供用自転車、 50ccバイク、 A 'B型ベピ

ーカ一、ベピ-JfJ体重計、 ベビーフェンス、

子供用歩行器、 Sぇー児服、 二段ベッド、学習机、

電気がま、必付け1羽ボディ、洗いはりの板、

ピアノ、プリントごっこ、ファクス

じ>1日]い合わせ先 地域づくり ;1栄市民生活係

n (23) 1111 (内線263)

て
い
た
:
・
民
産
課

マ
出
資
団
体
に
か
か
る
出
納
そ

の
他
の
事
務

・
事
業
は
出
資
U
的
に
沿
っ
て

お
り
、
事
務
処
理
は
良
好
に
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
:・
(
財
)
平
塚
市
開
発
公
社
、

(財
)
平
塚
市
生
き
が
い
引
業
団

.
事
業
は
出
資
U
的
に
沿
っ
て

お
り
、
事
務
処
理
は
お
お
む
ね

良
好
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
・
--Jr塚
市
ヒ
地
開

発
公
社
、
(
財
)
予
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団

先
日
行
わ
れ
た
定
期
段
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
小
宿
駅
司

氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
古
家
{
主
ヰ

氏
、
柳
川
藤
一
氏
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

一監
査
の
対
象
お
よ
び
紡
来
一

マ
定
期
段
査
(
予
算
の
執
立
す

財
務
に
関
す
る
事
務
)

・
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
・
:

地
域
づ
く
り
謀
、

市
民
謀
、
み

な
と
水
産
謀
、
明
暗
ホ
諜

・
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

7月25目、県消防学校(厚木市)の訓練場で行われた「第
40回神奈川県消防操法大会」に、平塚市消防団の代表とし
て第16分団(吉沢地区)が出場しました。その結果、「ポ
ンプ自動車操法の部」で最優秀賞を受賞しました(県内各
市町代表12消防団中)。おめでとうございます。

み花王さんも自己ろの心働けを大切に、防災意識の高揚に
努めましょう。

、 ザ町 11
~ )-.占F・l'

時当.'t古
田ゾ r 

救急車を正しく利用しよう

8・9月のSCN.ナパサ
口d ケーブルテレビ市民チャ ンネル (2CH)はILJ&ISCN ド--'主J 地域の情報が潟憲主です

食「地袋~私たちの取り組み-J(8月中級映)

もし、今地震が起きたら・一。市の防災訓練を中心に身
近な防災対策を紹介します。

食 Jリーグ生中継(ヤマザキナピスコカップ〉

・ベ Jレマー レ平塚対.fl'1レイソ Jレ

8 JJ 17日(Jニ)18: 20-
・ベルマーレ平啄対アピスパ福岡
8月281:1(水)18 : 50- S C N n22ー 1213

訴示禍 FM湖南ナパサ (78.3MHz)は、身近な街
匿宣jナパサ の情報をお送りします

女平塚市広報だより(月~金1lu1日、 7・50・1l:50・17・30)
市からのお知らせ、イベント情報などを政送

女平塚市防災インフォメーション(月~会l助lR、12:05) 
市防災課から防災の心情えなどを放送

合リクエスト 怨 22-0783 FAX 23-7200 
F M湖南ナパサ n23ー7111• 

SO]IRO沼EZ322
韻人 かに適当な搬送手段がない

以 上 の よ う な 場 合 で 、 病 院 へ 緊 急

に搬送する必要がある場合です。

また、 119番がilliじたら次のこと

を務ち=むいて話してください。

。どのような事故 (急病)か

。傷病者の人数、性別 、年齢など

O傷病者は今どんな容態、状況か

O住所、目標物などを具体的に

。 連絡した方の氏名と電話番号

なお、 119番は火災と数急専用で

す。 火災発生場所や救急病院などの

問い合わせはn21-3340へ 。

平塚市消防署ーでは、現在5台の救

急、車を配備しています。 平成7年度

の出動件数は7.320件でした。 しか

し、 このなかには赦急車を必裂とし

ないケ ー ス も 多 く 含 ま れ て います。

本当に救急唱を必要とする人が迅

迷に利用できるよう、救急車 は 次 の

ような場合にのみ利用してください。

O火災、地震などの災害で傷病者が

出た

O交 通事故や、駅な どの不特定の

方々が出入りする場所で事故が発

生した

。 急病、やけど、ガス中毒な どでほ

く〉日程 11月22日(金)・開演
く〉会場市民センター
。 入場料 SJ市5.000円 、 AJ活4.000円(会席指定)

O問い合わせ先市民センタ -ft32・2235

。 前売り 8月25日(日)午前10時から市民センタ一、

チケットぴあ(長崎M5階)、チケットセゾン(ラ

スカ点官IIJ)、ヤンレイレコード、稲元屋楽総J苫、サ

クラ仲間コミック 館、花水平F庖、出11{11'広、たま

る官房、後藤容応、繊m~r-庖、文栄堂、越地住底、
サク ラ文具旭底、マイブックスで発光

。電話予 約 8月 27R(火)午前 8時 30分から市民 セ

ン タ ー で 受 け 付 け

午後 6時30分

ご鑑

中

点の 代表作や資料によって顧みます。ぜひ、

賞ください。 8月 25日まで(月臨日休館)。

・観覧料 一般600円 、 大 学生-高校生400円、

学 生 ・小 学 生 200円

今年は洋画家 -椿貞雄 (1896年 -1957年〉の生誕

百年にあたります。この展覧会は、湘南の地にも

深 いb、か わりを持つ椿貞雄の世界を初期作晶から

絶箪までの油彩画、水彩 ・紫描、墨彩画など約160

美術館で橋貞雄展を開催中
美術館宮35-2111担当



図平成8年8月15日

-
ギ
タ
ー
の
合
奏
を

平
塚
ギ
タ
1
ハ
l
モ
ニ
ッ
ク

ス
で
は
、
ギ
タ
l
経
験
考
で
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

曲
目
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
と
幅
広
く
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

マ
日
程
毎
月
第
1
、
第
2
、

第
4
水
陥
日

ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の

マ
内
容

ラ
ン
プ

マ
入
場
料

一
千
五
百
円

(
3

歳
以
上
の
方
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
の
管

野
抗
英
宮
(勾
)
6
3
3
8

-
空
手
の
会
員
に

神
空
会
で
は
空
手
の
会
円以
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
す
。
心
身
の
鍛
練
に
、

ぜ
ひ
入
会
を
。

マ
練
習
日
時
毎
週
日
曜
日
、

午
前
9
時
却
分
i
正
午

マ
会
場
青
少
年
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
の
片

合
久
宮
(犯
)
4
9
2
2

-
日
舞
を
ご
一
緒
に

貨
の
会
で
は
日
本
舞
踊
の
会

員
を
非
柏
刑
し
て
い
ま
す
。

マ
練
瑚
臼
日

一会
場
が
旭
南
公
民
館
}

・
毎
月
3
回
、
水
哨
日

一会
場
が
な
で
し
こ
公
民
館
}

・
毎
月
2
回
、
木
曜
日

マ
時
間
午
後
3
時
1
5時

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
大

和
孝
子
宮
(剖
)
9
8
0
4

-
詩
吟
を
楽
し
む

な
で
し
こ
詩
吟
サ
ー
ク
ル
で

-ベハの

第581号広報ひらつか

f仲良し姉妹になってねj

.応募は、射性にカラー写真(サービス判、裏面に住所と氏

名を記入)を同封し 、住所 ・氏名 ・電話番号 .80字 程度のコ

メ ントを記入のうえ、 平 塚 市 広 報 広 聴 課 「 わ が 家 のナイスシ

ョット」係(干254平線市浅間町9- 1・ft23- 1111内線 314)

へ。 毎月20U締め切り 。 抽選のうえ毎月1枚 掲松 し ます。

、a

‘J 

ム

は
、
趣
味
と
し
て
詩
吟
を
楽
し

む
会
只
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
心
を、

一
緒
に
朗
詠

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
担
毎
週
木
昭
円

(第
3

木
附
日
を
除
く
)

マ
時
間
午
後
7
時
3
9時

マ
会
場
な
で
し
こ
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
迫

藤
英
昭
宮
(お
)
5
1
5
2

-
福
祉
芸
能
の
集
い

芸
能
愛
好
家
が
善
意
で
集
ま

り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を
聞
き

ま
す
。
こ
の
公
演
で
の
収
益
金

は
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

9
月
8
日
(円
)

マ
時
間

午
前
日
時
却
分
間
前

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
芸
能

の
集
い
実
行
委
只
会
事
務
局
宮

(鈍
)
8
9
0
9

-
詩
吟
を
始
め
よ
う

相
萩
会
で
は
詩
吟
教
室
の
新

規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詩
吟
は
日
本
古
来
の
文
化
を

学
び
な
が
ら
、
腹
の
底
か
ら
声

を
出
す
こ
と
で
健
康
増
進
に
も

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
入
会
を
。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
神
田
公

民
館
で
す
。

{昼
の
部
一

マ
日
程
月
3
回
の
土
曜
日

マ
時
間

午
前
凶
時
i
正
午

一夜
の
部
一

マ
日
程
月
3
回
の
火
曜
日

マ
時
間

午
後
7
時
却
分
1
9

時
却
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
福

島
ミ
ツ
宮
(日
)
3
6
3
9

-
地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー

「
美
し
い
地
球
を
子
供
た
ち

に
」
と
題
し
、
地
球
温
暖
化
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程

8
月
訂
円
(火
)

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
間
前

マ
会
場
藤
沢
市
民
会
館

マ
主
催
湘
南
ク
リ
ア
会

マ
後
援
平
塚
市
、
藤
沢
市
、

茅
ケ
崎
市
ほ
か

マ
講
師
高
木
普
之
氏

マ
参
加
費

一
千
円

(中
学

生

・
日
校
生
は
無
料
、

mu
澗
で

の
予
約
で
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
什
わ

せ
先
湘
南
ク
リ
ア
会
の
染
谷

君

0
4
6
7
(お
)
5
4
1
2

-7か
国
語
で
話
そ
う

一言
語
交
流
研
詑
附
・
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
多

言
語
活
動
と
国
際
交
流
に
つ

い

て
の
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

〔

1
回
目
〕

マ
日
時

9
月
ロ
日
(木
)
午
前

日
時
却
分
1
午
後
O
時
初
分

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
中
会

議
室

マ
定
只
印
人

〔

2
回
目
〕

マ
日
時

9
月
日
日
(日
)
午
後

2
時
1
4時
却
分

マ
会
場
ラ
ス
カ
ホ
1
ル

マ
定
只
百
人

マ
問
い
合
わ
せ
先
ヒ
ッ
ポ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
田
中
俊
E

m
(
3
4
6
7
)
6
1
5
1刊

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

・
掲
載
申
込
先
〒
加
平
塚
市

浅
間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
諜
「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」係

~仕事と家庭の両立で困ったら~
フレーフレー
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前鳥神社でミ
ンミンゼミを

ひらつかの白然
No.5 
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E
耳

E
4
F質
t河

合

h
a
y花
束
t
d
L
g
r
t
-
k
z
p
s
z
・4Z佐
久
町

p
b
t

夏
は
セ
ミ
の
季
節
で
す
。
庭
で
も

公
園
で
も
、
木
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ら

必
ず
と
い

っ
て
良
い
ほ
ど
セ
ミ
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

「故
近
は
ほ
u
に
比
べ

て
セ
ミ
の
極
却
が
少
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
な
見
が
あ
り
ま
す
。
備
か

に
、
市
街
地
で
は
夕
方
に
な
っ
て
も

カ
ナ
カ
ナ
・
・
・
・
・
・
と
・
川町
く
ヒ
グ
ラ
シ
の

声
は
、
め
っ
た
に
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

博
物
館
で
は
、
ど
こ

の
緑
地
で
、
ど
ん
な
種

類
の
セ
ミ
が
発
生
し
て

い
る
か
を
、
セ
ミ
の
脱

け
般
を
集
め
て
訓
べ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
来
は
、
都
市
公
刷

e
a
t
'
R
U，
 

力メラ
しi1¥ート • ---

八
月
三
H
(土
)平
塚
競
技
場
で
湘
南
ロ

ー
ズ
カ
ッ
プ
明
I
N
平
塚
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
試
合
前
に
は
、
ベ
ル
マ
l
レ
の
小

島
選
手
が
相
手
の
親
子
P
K戦
や
O
Bチ

ー
ム
と
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ヨ
ン
マ
ッ
チ
が
行

わ
れ
、
夢
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

-E'
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ママから「おなか
に 赤 ちゃんがいる

よ IJと聞かされて
から、お宮市ちゃんに

なる彩立ちゃんは、

つわりのまねをした

り、おなかに人形を

入れたり して、待望
の妹の誕生を楽しみ

にしていました。

写只i立、ママが病

院を退院する自に生
まれたばかりの妹の 、

静反ちゃんを初めて

だっこした時に織っ

たものです。仲良し

姉妹になってねとマ
マ。織影は新井陽子

さん (出品~Il) 。

ベ
ル
マ

1
レ
O
Bチ
l
ム
と
の
対
戦
に

女
性
チ
l
ム
も
怨
吟
か
つ
て
の
取
引
退
手

相
手
に
来
敢
に
競
り
合
、
っ
。

A
M
唱‘，‘
L
F
d仏
'

木陰で聞く

ミンミンゼミの声
や
校
庭
で
見
つ
か
っ
た
脱
け
般
の
、

ほ
ぽ
百
%
が
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
も
の
で

し
た
。
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
、

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い

た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
市
街
地
の
な
か
で
も

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
(写
以
上
)
の
脱
け

般
が
見
つ
か
っ
た
場
所
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
社
寺
の

森
で
し
た
。
品
目
か
ら
続
い
て
き
た
そ

の
よ
う
な
森
に
は
、
そ
れ
だ
け
立
か

な
自
然
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
い
る
森
の
代
表

は
、
四
之
宮
の
前
応
神
社

(写
見
下
)

で
す
。
ケ
ヤ
キ
や
ム
ク
ノ
キ
の
涼
し

い
木
陰
で
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
戸
を
味

わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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